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ＩＤＦプレスリリース 
２０１７年１月３１日 

酪農乳業のためのＩＤＦウオーターフットプリント

手法ガイドの発刊 

水は一般人の生活と酪農に不可欠な要素です。淡水の汲み上げ量は人口増に比例

して増大することが予想され、多くの地域で水事情を悪化させる可能性がある。

したがって、酪農乳業には水を持続可能的に管理するための先進的な道具が求め

られている。 

フードチェーンに沿って水の使用を測定する手法や道具は種々あるので、結果の

解釈に明確なガイダンスが必要である。酪農乳業のためのＩＤＦウオーターフッ

トプリント手法ガイドの新しいブリテンは、ライフサイクルアセスメント（ＬＣ

Ａ）算定に必要な手順、データおよびモデルに言及してウオーターフットプリン

トを評価する原理と要件を解説している。このＩＤＦガイドでは、種々の水関連

ライフサイクル影響アセスメント手法を描き、水の消費と廃棄に関する事例と勧

告を提供している。 

「この実用書では自然資源を安全で有効に責任もって利用することについて、酪

農乳業の実施規範を継続的に改善、計測する活動にガイダンスを与えるものです。

畜産業界は極度に多様化が進み、持続可能性に連なる道程には、生産システム、

気候や育種の差異を横断する異なる解決手法が求められます。」と、ＩＤＦ環境常

設委員会の現職委員長イング・ワング博士は述べた。 

「酪農乳業界の環境影響を改善すれば、温室効果ガス排出を削減する以上の効果

があります。ＩＤＦが開発した共通カーブンフットプリント手法1は、最新のライ

                                                   
1 ＩＤＦブリテンＮ479/2015：酪農乳業の共通カーブンフットプリント手法－標準ラ

イフサイクルアセスメント手法のＩＤＦガイド 

http://www.fil-idf.org/idf-standing-committee-environment/life-cycle-assessment/water-footprint/
http://www.fil-idf.org/idf-standing-committee-environment/life-cycle-assessment/water-footprint/
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フサイクルアセスメント（ＬＣＡ）の研究成果とユーザーからの意見を取り入れ

て改訂しました。ウオーターフットプリントガイドと同じ手法を用いて開発しま

した。ハーモニゼーションされたメーター法と同手法を提供することによって、

得られた結果を地球規模で比較可能となり、緩和（削減）手段の選択が便利で、

進捗状況が容易に計測できるようになりました。」とワング博士は続けた。 

この新しい道具によって、食糧保障、酪農乳業および畜産業の持続可能性を確保

するために水資源の効率的な管理の重要性をＩＤＦは繰り返し述べている。 

ＩＤＦブリテン 486/2017「酪農乳業のためのＩＤＦウオーターフットプリント手

法ガイド」は無料でＩＤＦホームページからダウンロードできる。 

 

 

翻訳：ＪＩＤＦ事務局 

 

翻訳者注：仮訳の正確性、完全性、有用性等についてはいかなる保証をするものでは

ありません。参考資料として扱い、内容に疑義が生じた場合は英文の原文をご確認く

ださい。 

 

http://store.fil-idf.org/wp-content/uploads/2017/01/Bulletin-of-the-IDF-No-486-2017-The-IDF-Guide-to-Water-Footprint-Methodology-for-the-Dairy-Sector_CAT.pdf

